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KAMIKOANIプロジェクト秋田２０１５
プレミアム商品券の販売
６月定例会　行政報告要旨
平成２８年度 上小阿仁村職員採用試験

７月号
平成27年

No.678

日頃の訓練の成果を発揮
小型ポンプ操法訓練大会
（見事第１位に輝いた  第２分団  福舘班）

主な内容



2

【
八
木
沢
集
落
】

　西
山
下
地
区
の
棚
田
や
、

集
落
内
、
公
民
館
の
各
教
室

に
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

作
品
を
出
展
す
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
旧
沖
田
面
小
学
校
】

　沖
田
面
集
落
内
に
滞
在
し
、

旧
沖
田
面
小
学
校
内
で
作
品

の
滞
在
制
作
を
行
い
ま
す
。

滞
在
制
作
を
行
う
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①阿部 乳坊（台湾在住）
【彫刻】

【
地
域
セ
ン
タ
ー

（
旧
小
沢
田
小
学
校
）】

　地
域
セ
ン
タ
ー
で
は
空
き

教
室
を
利
用
し
、
秋
田
県
に

ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
の
作
品

等
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
作
品

を
出
展
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①浅野 壽里（能代市在住）
【絵画】

③佐藤 学（神戸市在住）
【日本画】

⑦白田 誉主也（秋田市在住）
【日本画】

⑧ポリプラネットカンパニー
【プロジェクト】

⑪松本 慎吾（金沢市在住）
【彫刻】

⑬山本 太郎（秋田市在住）
【ニッポン画】

⑫皆川 嘉左ヱ門
　（秋田県在住）【彫刻】

⑨船井 美佐（東京都在住）
【現代美術】

⑩船橋 陽馬（北秋田市在住）
【写真】

④高橋 直宏（金沢市在住）
【彫刻】

⑤田中 望（山形市在住）
【絵画】

⑥冨岡 奈津江（東京都在住）
【陶芸】

②河原﨑 彩子（京都市在住）
【イラスト】

④滝沢 達史（神奈川県在住）
【現代美術】

②江幡 京子（東京都在住）
【写真】

③北島 遊（長野県在住）
【絵画】

②空気 ひとし（秋田市在住）
【インスタレーション】

⑤田附 勝（東京都在住）
【写真】

⑥田村 一（秋田市在住）
【陶芸】

⑦長沢 桂一（秋田市在住）
【インスタレーション】

⑧福永 竜也（秋田市在住）
【彫刻】

⑨藤本 尚美（金沢市在住）
【漆】

⑩別府 充貴（金沢市在住）
【映像】

⑪皆川 嘉博（秋田市在住）
【彫刻】

⑫森 香織（秋田市在住）
【染色】

⑬守村 大（福島県在住）
【漫画】

③芝山 昌也（金沢市在住）
【彫刻】

④杉山 雅之（京都府在住）
【彫刻】

①木村 剛士・二宮 諒
　（秋田市在住）【彫刻】 Ｋ

Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋
田
２
０
１
５

作
品
出
展
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ご
紹
介

作
品
出
展
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ご
紹
介

作
品
出
展
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ご
紹
介

作
品
出
展
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ご
紹
介

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋
田
２
０
１
５
で
は
、
昨
年
同
様
、
八
木
沢
集
落
と
旧
沖
田
面
小
学
校
、
地
域
セ
ン
タ
ー

の
３
箇
所
に
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（写
真
は
、
昨
年
展
示
し
た
作
品
や
こ
れ
ま
で
の
作
品
で
す
。）
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Ｎ
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ロ
ジ
ェ
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０
１
５
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出
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テ
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紹
介

作
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出
展
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介
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出
展
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出
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介
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Ａ
Ｎ
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ロ
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ク
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０
１
５
で
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年
同
様
、
八
木
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落
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面
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学
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に
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。
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６
月
５
日
、
健
康
増
進
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
上
小
阿
仁
村
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
５
チ
ー

ム
が
出
場
し
相
互
の
親
交
を
深
め
な
が
ら

競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
大
会
は
５
チ
ー
ム
に
よ
る
総
当
た
り
戦

で
行
わ
れ
、
２
コ
ー
ト
で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
時
折
魅
せ
る
好
プ
レ
ー

や
珍
プ
レ
ー
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
第
１
位
　
　
ス
マ
イ
ル

　
　
　
　
　
　
　
※
２
連
覇
達
成

　
第
２
位
　
　
上
小
阿
仁
老
連

　
第
３
位
　
　
北
林
組
　
　

　 第
37
回
　
混
合
８
人
制

上
小
阿
仁
村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
５
月
27
日
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

２
０
１
５
」
が
実
施
さ
れ
、
上
小
阿
仁
村

は
今
年
が
２
回
目
の
参
加
、
秋
田
県
全
25

市
町
村
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
し
ま

し
た
。
全
国
で
は
１
３
０
の
自
治
体
が
参

加
し
、
国
内
で
２
７
７
万
１
、７
２
０
人

が
参
加
す
る
、
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
年
の
参
加
率
を
争
う
相
手
は
、
岡
山

県
新し

ん
じ
ょ
う
そ
ん

庄
村
。
昨
年
度
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

で
は
参
加
率
１
０
１
・
８
％
を
記
録
し
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
午
前
９
時
30
分
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
大
使
を
務

め
る
、
元
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
伊
藤

護ま
も
る

氏
（
男
鹿
市
出
身
、
現
國
學
院
大
學

ラ
グ
ビ
ー
部
監
督
）
ら
が
出
席
し
ま
し

た
。
式
で
は
、
小
林
村
長
が
「
村
の
目
標

は
参
加
率
65
％
以
上
で
金
メ
ダ
ル
を
い
た

だ
く
こ
と
で
す
。
今
日
を
契
機
に
、
更
に

健
康
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
上
小
阿
仁
村
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
５
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
終
了
時
刻
の
午
後
９
時
ま
で
は
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
様
々
な

ス
ポ
ー
ツ
の
つ
ど
い
が
実
施
さ
れ
、
多
く

の
参
加
者
が
15
分
以
上
の
運
動
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　
午
後
９
時
の
最
終
結
果
で
、
上
小
阿

仁
村
は
64
・
０
％
と
、
目
標
と
し
て
い
た

金
メ
ダ
ル
に
は
、
わ
ず
か
１
％
届
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
度
の
参
加
率
に

比
べ
、
５
・
６
％（
約
１
５
０
人
）
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。
対
す
る
新
庄
村
は

１
０
３
・
４
％
と
、
参
加
市
町
村
１
３
０

の
内
、
第
２
位
の
参
加
率
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
実
施
に
あ
た

り
、
各
集
落
を
は
じ
め
村
内
の
事
業
所
、

関
係
機
関
の
皆
様
に
は
、
多
大
な
ご
協
力

と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対

し
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
勝
敗
は
別
と
し
て
、
こ
の
機
会
を
通
し

て
、
健
康
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
元
気
な
村
づ
く
り
の
た

め
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　　
な
お
、
上
小
阿
仁
村
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

賞
の
地
域
別
対
抗
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
上
小
阿
仁
村
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
５

　
地
区
別
対
抗
戦　
結
果

　
第
１
位

　
　
大
阿
瀬
集
落
　
　
参
加
率
　
89
％

　
第
２
位

　
　
上
五
反
沢
集
落
　
参
加
率
　
86
％

　
第
３
位

　
　
長
信
田
集
落
　
　
参
加
率
　
83
％

第
37
回
　
混
合
８
人
制

上
小
阿
仁
村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

4

金
メ
ダ
ル
ま
で
あ
と
一
歩

上
小
阿
仁
村
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
５

体組成計により、体の筋力などを測定します。



　
平
成
27
年
　
春
の
叙
勲

や ま だ しんぱちろう

きたばやし じ ん い ち

5

　
村
で
は
、
７
月
１
日
か
ら
、
あ
き
た
結

婚
支
援
セ
ン
タ
ー
に
入
会
す
る
際
の
登
録

料
１
万
円
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

　
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
県
内

に
３
カ
所
（
県
北
・
中
央
・
県
南
）
に
あ

り
、
入
会
す
る
と
、
セ
ン
タ
ー
内
の
パ
ソ
コ

ン
検
索
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
登
録
会
員

の
中
か
ら
お
相
手
を
検
索
し
、
マ
ッ
チ
ン

グ
の
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
相
手
が
申

し
出
を
受
け
た
場
合
に
は
、
セ
ン
タ
ー
で

個
別
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
入
会
登
録
の
有
効
期
間
は
登
録
日
か
ら

３
年
間
で
す
。
入
会
の
際
に
は
、
登
録
料

以
外
の
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

■
助
成
対
象

　
村
内
に
住
所
を
有
す
る
方

■
助
成
ま
で
の
流
れ

　
①
登
録
者
本
人
が
あ
き
た
結
婚
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
入
会
を
申
し
込
み
、
同
時
に
同

意
書
を
提
出
。（
入
会
登
録
料
を
お
支
払
い

い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　
②
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
に
提
出

さ
れ
た
同
意
書
に
基
づ
き
、
村
民
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
、
村
か
ら
直
接
あ
き
た
結

婚
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
入
会
登
録
料
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
企
画
班

☎
（
77
）
２
２
２
１

　
北
林
氏
は
、
昭
和
62
年
５
月
に
村
議
会

議
員
に
初
当
選
し
、
以
来
、
平
成
23
年
４

月
ま
で
の
６
期
24
年
に
わ
た
り
在
職
し
、

平
成
11
年
か
ら
の
４
年
間
は
副
議
長
と
し

て
、
地
方
自
治
の
発
展
の
た
め
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

◇
昭
和
62
年
５
月
～
平
成
11
年
４
月

　
上
小
阿
仁
村
議
会
議
員

◇
平
成
11
年
５
月
～
平
成
15
年
４
月

　
上
小
阿
仁
村
議
会
副
議
長

◇
平
成
15
年
５
月
～
平
成
23
年
４
月

　
上
小
阿
仁
村
議
会
議
員

◇
平
成
５
年
３
月
～
平
成
７
年
４
月

　
上
小
阿
仁
村
産
業
常
任
委
員
会
委
員
長

◇
平
成
15
年
５
月
～
平
成
17
年
３
月

　
上
小
阿
仁
村
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

◇
平
成
17
年
３
月
～
平
成
19
年
４
月

　
上
小
阿
仁
村
産
業
常
任
委
員
会
委
員
長

◇
平
成
19
年
５
月
～
平
成
22
年
９
月

　
上
小
阿
仁
村
総
務
産
業常任

委
員
会
委
員
長

　
山
田
氏
は
、
昭
和
23
年
３
月
に
教
員
と

し
て
採
用
さ
れ
、
以
来
、
昭
和
63
年
３
月

ま
で
の
40
年
に
わ
た
り
教
鞭
を
と
ら
れ
、

平
成
２
年
か
ら
は
村
教
育
委
員
会
委
員
、

教
育
委
員
長
、
教
育
長
、
教
育
委
員
長
と

歴
任
さ
れ
、
村
の
教
育
の
発
展
の
た
め
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

◇
昭
和
23
年
３
月
～
昭
和
47
年
３
月

　
小
・
中
学
校
教
諭

◇
昭
和
47
年
４
月
～
昭
和
55
年
３
月

　
小
・
中
学
校
教
頭

◇
昭
和
55
年
４
月
～
昭
和
63
年
３
月

　
小
・
中
学
校
校
長

◇
平
成
２
年
10
月
～
平
成
８
年
９
月

　
上
小
阿
仁
村
教
育
委
員
会
委
員

◇
平
成
８
年
10
月
～
平
成
10
年
９
月

　
上
小
阿
仁
村
教
育
委
員
会
委
員
長

◇
平
成
10
年
10
月
～
平
成
11
年
10
月

　
上
小
阿
仁
村
教
育
委
員
会
委
員

◇
平
成
11
年
10
月
～
平
成
15
年
６
月

　
上
小
阿
仁
村
教
育
委
員
会
教
育
長

◇
平
成
19
年
５
月
～
平
成
22
年
10
月

　
上
小
阿
仁
村
教
育
委
員
会
委
員
長

旭
日
双
光
章
　
受
賞

瑞
宝
双
光
章
　
受
賞

北  林  甚  一 氏
（下五反沢）

山田　愼八郎 氏
（沖田面）

　
秋
田
県
で
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
独
身

の
方
々
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
出
会
い
・
結

婚
支
援
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
結

婚
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　
次
に
掲
げ
る
活
動
が
あ
り
ま
す
。「
出
来

る
こ
と
を
出
来
る
範
囲
」
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　
出
会
い
や
結
婚
に
関
す
る
お
世
話
や
ア

ド
バ
イ
ス
、
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

や
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
お
す
す
め
、

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
開
催
の
お
手

伝
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

■
活
動
期
間

　
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
の
日
か
ら
２
年

後
と
な
る
日
の
属
す
る
年
度
末

（
例
）
今
年
度
中
に
登
録
さ
れ
た
方
は
、

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

■
申
込
方
法

　「
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
応
募
用
紙
」
に
必
要

事
項
を
記
載
し
、
役
場
総
務
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
応
募
用
紙
は
、
総
務
課
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

備
え
付
け
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
企
画
班

☎
（
77
）
２
２
２
１

　
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
０
（
８
０
０
）
０
４
１
３

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

入
会
登
録
料
を
全
額
助
成
し
ま
す

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

入
会
登
録
料
を
全
額
助
成
し
ま
す

地
域
の
世
話
焼
き
さ
ん

結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
　
募
集
中

地
域
の
世
話
焼
き
さ
ん

結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
　
募
集
中
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５
月
30
日（
土
）、
31
日（
日
）
の
２
日

間
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
五

反
沢
山
野
草
愛
好
会
に
よ
る
山
野
草
展
示

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
天
候
に
恵
ま
れ
、
ま
た
両
日
と
も
、
秋

田
市
で
開
催
さ
れ
る
東
北
最
大
級
の
祭
典

「
東
北
六
魂
祭
」
と
重
な
っ
た
た
め
、
県

内
外
か
ら
の
来
場
者
が
多
く
、
土
曜
日
に

は
お
よ
そ
８
０
０
人
、
日
曜
日
に
は
お
よ

そ
１
、２
０
０
人
、
合
わ
せ
て
２
、０
０
０

人
が
会
場
を
訪
れ
、
多
目
的
ホ
ー
ル
に
ず

ら
り
と
並
ぶ
可
憐
な
花
々
に
目
を
奪
わ
れ

ま
し
た
。

　

　
村
の
花
「
コ
ア
ニ
チ
ド
リ
」
や
八
角
蓮

な
ど
、
お
よ
そ
４
５
０
点
の
鉢
植
え
さ
れ

た
山
野
草
に
、
来
場
者
は
目
を
奪
わ
れ
、

足
を
止
め
見
入
っ
た
り
、
写
真
に
収
め
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

　
山
野
草
展
示
会
の
開
催
に
あ
わ
せ
て
、

秋
田
杉
の
館
・
物
産
セ
ン
タ
ー
前
に
は
テ

ン
ト
が
並
び
、
山
野
草
の
直
売
や
Ｂ
級
グ

ル
メ
の
他
、
物
産
セ
ン
タ
ー
生
産
者
部
会

に
よ
る
山
菜
な
ど
の
直
売
、
野
外
セ
ン

タ
ー
の
苗
の
販
売
が
行
わ
れ
、
会
場
は
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
五
反
沢
山
野
草
愛
好
会
が
主
催
す
る
山

野
草
展
示
会
は
、
こ
の
後
も
、
秋
田
杉
の

館
や
、
産
業
祭
に
あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
季
節
に
よ
っ
て
展
示
さ
れ
る
花
も
変

わ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

　
○
７
月
18
日
～
20
日

　
　
秋
田
杉
の
館
　
２
階

　
○
９
月
19
日
～
21
日

　
　
秋
田
杉
の
館
　
２
階

　
○
10
月
17
日
、
18
日

　
　
健
康
増
進
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

可
憐
な
花
々
の
競
演

　
山
野
草
展
示
会
　
開
催

　
６
月
７
日
、
晴
天
の
空
の
も
と
、
上
小

阿
仁
村
消
防
団
の
小
型
ポ
ン
プ
操
法
訓
練

大
会
が
、
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
小
林
村
長
が
「
日
頃
、

自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
の
活
動
は
、

崇
高
な
郷
土
愛
と
旺
盛
な
責
任
感
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
」
と
、
参
加
し
た
副
団
長
以
下
56

人
へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
、
訓
練
で
団
員

ら
は
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま

し
た
。

　
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
は
、
３
分
団

か
ら
５
班
が
出
場
し
、
隊
員
そ
れ
ぞ
れ
の

動
作
の
正
確
性
と
、
放
水
に
よ
り
火
点
が

倒
れ
る
ま
で
の
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し

た
。

　

　
大
会
結
果

　
第
１
位

　
　
第
２
分
団
　
福
　

舘
　

班
　
　
53
点

　
第
２
位

　
　
第
２
分
団
　
五
反
沢
班
　
　
45
点

　
第
３
位

　
　
第
１
分
団
　
沖
田
面
班
　
　
40
点

　
小
型
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
終
了
後
に
は
、

各
分
団
か
ら
選
出
さ
れ
た
、
計
15
人
に
よ

る
水
防
訓
練
が
行
わ
れ
、
参
加
団
員
ら
は

積
み
土
の
う
工
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮

 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
大
会
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　先月号に引き続き、平成２７年１０月から始まる社会保障・税番号制度についてお知らせします。第

２回目の今回は「個人番号（マイナンバー）」についてです。

　　「個人番号（マイナンバー）」ってなに？？
　マイナンバーとは、住民票を有する全ての国民に付番される番号のことです。住民票コードを基礎

に、１２桁の数字のみで構成されます。

　　マイナンバーはいつ、どのように通知されるの？？
　マイナンバーは、平成２７年１０月５日時点で住民票を有する住民に

付番されます。それ以降、お住まいの市町村から住民票の住所に通知

カードが簡易書留で郵送されますので、住民票の住所と異なるところ

にお住まいの方は注意が必要です。

　　マイナンバーは変更できるの？？
　マイナンバーは原則として生涯同じ番号で、自由に変更することはできません。

　ただし、マイナンバーが漏えいして不正に用いられるおそれがあると認められた場合は、本人の申

請又は市町村長の職権により変更することができます。

　　どんなときに使うの？？
　マイナンバーは平成２８年１月以降、社会保障、税、災害対策分野の法律で定められた行政手続で

利用します。その他、これらに類する事務で、地方公共団体が条例で定める事務にマイナンバーを利

用することができます。むやみに他人にマイナンバーを提供することはできませんので注意してくだ

さい。

社会保障関係の手続
・年金の資格取得や確認、給付
・雇用保険の資格取得や確認、給付
・ハローワークの事務
・医療保険の給付の請求
・福祉分野の給付、生活保護

など

税務関係の手続
・税務署に提出する確定申告書、
　届出書、法定調書などに記載
・都道府県・市町村に提出する申告
　書、給与支払報告書などに記載

など

災害対策
・防災・災害対策に関する事務
・被災者生活再建支援金の給付
・被災者台帳の作成事務

など

マイナンバー制度に関するお問い合わせ
【コールセンター】　　℡　０５７０－２０－０１７８　
※通話料がかかります
受付時間：午前９時３０分～午後５時３０分
（土・日曜、祝日、年末年始を除く）
【上小阿仁村総務課】　℡　（７７）２２２１

平成２７年１０月からはじまります

社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）について
№２

マイナンバーキャラクター
愛称：マイナちゃん

通知カードイメージ



　
平
成
26
年
度
に
続
き
、
武
蔵
野
大
学
か

ら
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
村
を
訪
れ
ま

す
。
昨
年
度
は
、
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋
田
や
集
落
内
の
環
境
美

化
活
動
、
農
作
業
の
手
伝
い
等
を
行
い
ま

し
た
。

　
滞
在
期
間
中
、
学
生
を
ご
自
宅
に
泊
め

て
交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。
学
生
た
ち
に

と
っ
て
も
、
村
の
普
段
の
生
活
や
仕
事
を

体
験
す
る
こ
と
で
、
恵
ま
れ
た
自
然
や
、

暮
ら
し
に
根
付
く
農
村
文
化
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
参
加
す
る
学
生

　
武
蔵
野
大
学
に
在
籍
す
る
１
年
生
の
40

人
（
予
定
）。
５
班
（
各
班
８
人
）
に
分

か
れ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
訪
れ
ま
す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容

　
集
落
内
作
業
（
環
境
美
化
活
動
　
等
）

　
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

秋
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
民
泊
受
入
先
作
業
　
　
　
　
　
等

【
民
泊
受
入
先
募
集
内
容
】

■
民
泊
予
定
日
程

　
①
８
月
10
日
（
月
）
～
12
日
（
水
）

　
②
８
月
19
日
（
水
）
～
21
日
（
金
）

　
③
８
月
26
日
（
水
）
～
28
日
（
金
）

　
④
９
月
７
日
（
月
）
～
９
日
（
水
）

　
⑤
９
月
14
日
（
月
）
～
16
日
（
水
）

※
民
泊
は
、
２
泊
３
日
を
予
定
。

■
募
集
戸
数

　
①
～
⑤
　
各
３
～
４
戸

※
各
民
泊
先
に
は
、
２
～
３
人
の
学
生
が

宿
泊
し
ま
す
。

■
受
入
内
容

　
①
食
事
の
提
供

　
受
入
開
始
日
の
夕
食
、
翌
日
の
朝
夕

食
、
最
終
日
の
朝
食
、
計
朝
夕
２
食
ず
つ

を
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

　
②
就
寝
場
所
の
提
供

　
就
寝
で
き
る
部
屋
を
ご
提
供
く
だ
さ

い
。
※
布
団
は
こ
ち
ら
で
準
備
し
ま
す
。

■
受
入
先
で
の
手
伝
い

　
民
泊
受
入
の
お
礼
と
し
て
、
家
の
手
伝

い
や
お
仕
事
の
手
伝
い
、
農
作
業
の
手
伝

い
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課　
企
画
班

☎(

77)

２
２
２
１

武
蔵
野
大
学
　
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

民
泊
の
受
入
先
を
募
集
し
ま
す

武
蔵
野
大
学
　
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

民
泊
の
受
入
先
を
募
集
し
ま
す

8

第27回

おらがふるさとフェスティバルおらがふるさとフェスティバルおらがふるさとフェスティバルおらがふるさとフェスティバル
期　　日 ８月14日８月14日

ふるさと公園（生涯学習センター隣）
※雨天時はトレーニングセンター

会　　場

主な内容

８月14日
ふるさと公園
●ちびっ子魚つかみ大会 … 午後２時～
●郷土芸能 … 午後５時３０分～　八木沢番楽
　　　　　　　　　　　　　　大林獅子踊り
　　　　　　　　　　　　　　小沢田駒踏み
●開会セレモニー
●踊　　り　　　　　　　　　かみこあに音頭
　太鼓演奏　　　　　　　　　鼓 　響
●万　灯　火
●ステージイベント　　　　①杉　本　健太郎
　　　　　　　　　　　　　②今　　　千　里
　　　　　　　　　　　　　③山　川　大　介
●打上げ花火
　司　　会　　　　　　　　　藤田ゆうみん

●ちびっ子魚つかみ大会 … 午後２時～
●郷土芸能 … 午後５時３０分～　八木沢番楽
　　　　　　　　　　　　　　大林獅子踊り
　　　　　　　　　　　　　　小沢田駒踏み
●開会セレモニー
●踊　　り　　　　　　　　　かみこあに音頭
　太鼓演奏　　　　　　　　　鼓 　響
●万　灯　火
●ステージイベント　　　　①杉　本　健太郎
　　　　　　　　　　　　　②今　　　千　里
　　　　　　　　　　　　　③山　川　大　介
●打上げ花火
　司　　会　　　　　　　　　藤田ゆうみん

●問い合わせ先●
総務課　総務財政班
☎（７７）２２２１

終了は、午後９時の予定です。

（木）（木）（金）



限定 4,200 万円
　６，０００円分の商品券を５，０００円で販売いたします
　１，０００円券×６枚綴り（１セット）
　プレミアム２０％！！

●お問い合わせ先　上小阿仁村商工会まで　ＴＥＬ７７－３１０９

１．ご利用有効期限　

　　平成 27 年７月１日（水）～平成 27 年 12 月 31 日（木）まで
２．商品券販売期間

　　※売切れ次第終了いたします。
　　※土日・祝日は販売いたしません。

３．販売窓口　　　　　　上小阿仁村商工会
　　　　　　　　　　　　　７月１日～３日の３日間は商工会２階会議室で
　　　　　　　　　　　　販売します。
　　　　　　　　　　　　　７月６日以降は商工会窓口で販売します。

４．購入限度　　　　　　１人30,000円（６セット）商品券36,000円分
　　　　　　　　　　　　※購入できる方
　　　　　　　　　　　　　平成 11 年 4 月 1 日以前に生まれた方
　　　　　　　　　　　　　ただし未就労の学生は除く

５．アンケートのお願い　商品券購入の際はアンケートのご協力をお願いします。

　　＜商品券のご利用について＞
　・ご利用できる店舗はチラシ裏面に記載しております。
　・上小阿仁村商工会指定の「商品券取扱店」のぼりを掲示してある店舗。
　・商品券で商品及びサービス等が利用できない場合がございますので、　　　
　　各加盟店でご確認ください。
　・商品券はお金と同じです。ただし、つり銭は出しません。紛失等での　　
　　再発行は出来ませんのでご了承ください。

上小阿仁村プレミアム付商品券上小阿仁村プレミアム付商品券
平成 27 年７月１日（水）販売開始！！

販 売 期 間 販 売 時 間
 平成27年７月１日（水）から３日（金）まで 午前 10 時～午後５時

 平成27年７月６日（月）から12月29日（火）まで 午前 10 時～午後４時
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消
防
・
防
災
関
係
に
つ
い
て

　
春
の
火
災
予
防
運
動
に
合
わ
せ
て
、
４
月

５
日
に
消
防
団
の
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る
一
斉
放

水
訓
練
を
、
６
月
７
日
に
は
村
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
大
会

並
び
に
水
防
訓
練
を
実
施
、
７
月
26
日
に
は
、

大
館
北
秋
田
地
区
の
消
防
訓
練
大
会
が
上
小

阿
仁
村
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
消
防
団
員
に
は
、
火
災
の
警
戒
及
び
鎮
圧
、

行
方
不
明
者
の
捜
索
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
る

災
害
の
対
応
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

危
険
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　
村
内
で
は
、
昨
年
度
の
豪
雪
で
、
住
家
の

一
部
破
損
が
２
軒
、
空
き
家
等
の
倒
壊
が
６

軒
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
２
月
20
日
に
発
生
し
た
沖
田
面
地
区
の
非

住
家
の
倒
壊
で
は
、
倒
壊
し
た
一
部
が
国
道
に

傾
き
危
険
な
状
態
で
あ
る
た
め
、
道
路
管
理

者
で
あ
る
県
と
協
議
し
、
危
険
箇
所
の
撤
去

作
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
危
険
空
き
家
が
今
後
益
々
増
加
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
村
民
の
安
全
・
安
心

の
確
保
等
を
目
的
と
し
、
空
き
家
の
解
体
に

係
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
要
綱
を
制
定

し
、
そ
れ
に
伴
う
補
正
予
算
を
計
上
し
て
お

り
ま
す
。

北
秋
田
市
消
防
分
署
の
初
動
体
制
強
化
に

つ
い
て

　
北
秋
田
市
消
防
本
部
で
は
、
高
機
能
消
防

指
令
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
指
令
体
制

が
集
約
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
災
害
時
の

初
動
体
制
の
強
化
策
と
し
て
、
よ
り
多
く
の

人
員
を
災
害
現
場
に
投
入
す
る
た
め
、
こ
れ

未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

　
県
と
の
協
働
事
業
で
あ
り
ま
す
、
未
来
づ

く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、
移
住
定
住
に
向
け

た
取
り
組
み
と
冬
期
間
の
高
齢
者
の
受
入
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
耐
震
補

強
、
消
防
法
に
伴
う
改
修
な
ど
、
経
費
が
多

額
に
な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

新
た
に
木
造
で
施
設
を
新
築
し
た
い
と
考
え

て
お
り
、
県
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
検
討
し

て
お
り
ま
す
。

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋
田

２
０
１
５
に
つ
い
て

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
文
化
庁
補
助
事
業

を
活
用
し
て
、「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
秋
田
２
０
１
５
」
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

　
会
場
は
昨
年
同
様
に
八
木
沢
地
区
、
沖
田

面
地
区
、
小
沢
田
地
区
の
３
カ
所
と
し
、
道

の
駅
と
の
連
携
を
深
め
て
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
機
能
を
充
実
す
る
計
画
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
芝
山
昌
也
氏
ほ

か
関
係
者
、
関
係
団
体
と
連
絡
を
密
に
し
て

事
業
を
進
め
、
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
こ
あ

に
電
話
等
で
事
業
を
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

空
き
家
利
活
用
推
進
事
業
費
に
つ
い
て

　
空
き
家
を
利
用
し
た
移
住
定
住
促
進
に
取

り
組
む
た
め
、
空
き
家
の
改
修
費
用
を
支
援

す
る
県
単
独
補
助
金
「
空
き
家
利
活
用
推
進

事
業
費
」
を
活
用
し
、
空
き
家
１
軒
を
改
修

し
、
村
外
か
ら
の
お
試
し
移
住
や
、
移
住
の

た
め
の
住
宅
と
い
た
し
た
く
、
補
正
計
上
し
て

お
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
地

方
創
生
先
行
型
の
組
み
替
え
な
ど
総
額
４
、

８
１
３
万
円
の
補
正
で
、
補
正
後
総
額
は

22
億
６
、８
８
８
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
は
２
会
計
に
つ
い
て
、

総
額
57
万
円
の
補
正
で
、
補
正
後
の
総
額
は

17
億
４
、５
６
１
万
円
と
な
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
度
の
各
会
計
に
つ
い
て
出
納

閉
鎖
の
結
果
、
一
般
会
計
に
お
い
て
は
８
、

５
０
０
万
円
ほ
ど
、
特
別
会
計
８
会
計
で
総

額
８
９
０
万
円
ほ
ど
の
剰
余
金
が
生
ず
る
見

込
み
で
す
。

地
方
創
生
事
業
に
つ
い
て

　
地
方
創
生
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
「
地
域

消
費
喚
起
･
生
活
支
援
型
」
と
し
て
、
村
商

工
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
20
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
と
し
、
７
月
１
日
の
発
行
予
定
と

し
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
６
月
定
例
会
で
組
み
替
え
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
し
た
「
先
行
型
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
次
の
７
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
予
算
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

①
上
小
阿
仁
村
総
合
戦
略
策
定
事
業
費

②
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
産
業
開
発
費

③
移
住
定
住
促
進
事
業
費

④
資
格
取
得
支
援
事
業
費

⑤
出
会
い
創
出
支
援
事
業
費

⑥
民
有
林
賦
存
調
査
委
託
料

⑦
中
小
企
業
振
興
融
資
斡
旋
資
金
制
度
利
子

補
給
金

　
今
後
の
推
進
の
た
め
、
議
会
を
は
じ
め
推

進
委
員
会
、
各
方
面
の
方
々
と
も
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

叙
勲
の
受
章
に
つ
い
て

　
４
月
29
日
、
元
村
議
会
議
員 

北
林
甚
一
氏

に
地
方
自
治
功
労
と
し
て「
旭
日
双
光
章
」が

天
皇
陛
下
か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
、
上
小
阿
仁
村
議
会
議
員
、

副
議
長
と
し
て
、
村
政
の
発
展
に
貢
献
、
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
教
育
委
員
長 

山
田
愼
八
郎
氏
に

教
育
功
労
と
し
て
「
瑞
宝
双
光
章
」
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
、
教
師
、
校
長
、
教
育
委

員
、
教
育
長
と
し
て
、
村
の
教
育
振
興
に
貢

献
、
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
ま
し
た
お
２
人
に
心
か
ら
深
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

　
６
月
１
日
に
、
大
阪
府
茨
木
市
在
住
の
佐

藤
義よ

し
の
ぶ展
氏
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
辞
令
を

交
付
し
ま
し
た
。

　
八
木
沢
集
落
公
民
館
に
居
住
し
、
八
木

沢
集
落
民
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
や
通
院
、
買

い
物
等
の
移
動
サ
ポ
ー
ト
、
不
法
投
棄
パ
ト

ロ
ー
ル
、
道
路
等
の
清
掃
活
動
等
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
ほ
か
、
中
茂
、
不
動
羅
集
落
に
つ

い
て
も
不
定
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
訪
問
等

行
い
集
落
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

定
例
会

行
政
報
告
要
旨

６月６月６月
村議会村議会村議会
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ま
で
災
害
発
生
時
に
残
留
し
て
い
た
分
署
通

信
員
を
現
場
に
投
入
し
、
初
動
体
制
を
強
化

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

稲
作
状
況
に
つ
い
て

　
５
月
25
日
現
在
、
村
の
水
田
面
積

４
８
１・５
ha
の
う
ち
主
食
用
米
の
作
付
け
目

標
面
積
は
、
転
作
率
の
増
加
に
よ
り
昨
年
に

比
較
し
て
10
・
６
ha
減
少
し
て
２
７
７・１
ha

と
な
り
ま
し
た
。
５
月
25
日
現
在
、
主
食
用

米
の
面
積
は
、
昨
年
の
実
績
か
ら
22
・
３
ha

少
な
い
２
６
０・４
ha
、
加
工
用
米
は
６・６
ha

増
加
し
36
・
５
ha
、
飼
料
用
米
は
18
・
２
ha

増
加
し
23
・
６
ha
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

　
米
価
の
低
迷
等
に
よ
り
生
産
意
欲
が
減
退

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
種
子
購
入
費
の
一
部
を

助
成
し
生
産
意
欲
を
高
め
、
品
質
の
向
上
を

図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
飼
料
用
米
は
、
水
田
を
維
持
し
つ

つ
、
消
費
が
減
り
続
け
る
主
食
用
米
か
ら
の

転
換
を
図
る
上
で
有
効
な
作
物
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
農
業
者
が
取
り
組
み
や
す
い
環
境
を

整
え
る
た
め
、
地
方
創
生
に
よ
る
種
子
購
入

の
一
部
助
成
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
比
内
地
鶏
飼
育
で
は
、
飼
料
等
の
高
騰
に

よ
り
生
産
意
欲
が
減
退
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
拡
大
促
進
を
図
る
た
め
地

方
創
生
に
よ
り
素
雛
購
入
の
一
部
助
成
を
計

上
し
て
お
り
ま
す
。

上
小
阿
仁
村
食
農
観
丸
ご
と
推
進
協
議
会

に
つ
い
て

　
上
小
阿
仁
村
の
食
農
観
資
源
の
活
用
に
よ

る
交
流
人
口
の
拡
大
に
資
す
る
た
め
、
北
秋

田
地
域
振
興
局
を
始
め
農
業
者
、
商
業
者
、

観
光
団
体
等
関
係
者
と
連
携
し
、
事
業
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
建
設
事
業
に
つ
い
て

　
本
年
度
は
、
菊
桜
岱
橋
の
下
部
工
補
修
と

村
道
４
路
線
の
舗
装
を
計
画
し
て
お
り
ま
す

が
、
国
か
ら
の
補
助
内
示
割
当
額
が
低
い
こ

と
か
ら
路
線
数
を
減
ら
し
て
発
注
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
請
負
差
額
及
び
追
加
割
当
が
有
り

次
第
、
随
時
追
加
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
舗
装
等
で
損
傷
が
著
し
い
箇
所
に

つ
い
て
は
、
部
分
補
修
で
対
応
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
村
道
改
良
で
は
、
多
々
羅
十
二
ノ
沢
線
の

１
路
線
を
発
注
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て

　
小
沢
田
地
区
簡
易
水
道
と
杉
花
地
区
小
規

模
水
道
を
統
合
す
る
実
施
設
計
を
６
月
に
発

注
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
本
年
度
中
に

杉
花
地
区
小
規
模
水
道
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
林
地
区
簡
易
水
道
と
小
田
瀬
地

区
小
規
模
水
道
と
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
沖

田
面
地
区
が
移
行
し
た
こ
と
か
ら
、
費
用
対

効
果
に
よ
り
総
合
的
に
再
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
小
田
瀬
・
大
林
・
沖
田
面
地
区

を
含
め
た
事
業
認
可
申
請
の
策
定
に
取
組
む

計
画
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
沖
田
面
地
区
で
は
老
朽
管
路
の
更

新
が
重
点
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
統

合
事
業
完
了
後
に
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の

平
準
化
の
た
め
、
整
備
計
画
書
を
策
定
し
老

朽
管
路
の
解
消
に
努
め
、
水
道
水
の
安
定
供

給
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
及
び
公
共
下
水
道
事

業
に
つ
い
て

　
秋
田
県
全
体
の
人
口
減
少
に
よ
る
経
営
基

盤
の
脆
弱
化
や
余
剰
施
設
の
発
生
等
の
課

題
解
決
の
た
め
、
秋
田
県
生
活
排
水
処
理
構

想
（
新
構
想
）
の
策
定
に
伴
い
、「
秋
田
県
生

活
排
水
処
理
事
業
連
絡
協
議
会
」
を
設
置
し
、

市
町
村
と
県
の
協
働
体
制
を
構
築
す
る
運
び

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
事
業
の
あ
り
方
研
究
会
作

業
部
会
に
よ
る
処
理
構
想
の
調
整
、
災
害
時

に
お
け
る
迅
速
な
被
害
調
査
、
応
急
復
旧
等

の
初
動
対
応
を
実
現
す
る
た
め
、
民
間
と
自

治
体
が
、
出
動
要
請
や
費
用
負
担
等
に
つ
い

て
、
あ
ら
か
じ
め
協
定
を
締
結
す
る
「
災
害

時
復
旧
支
援
協
定
」
を
秋
田
県
が
全
県
域
協

定
締
結
に
向
け
て
、
推
進
す
る
計
画
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
下
水
道
事
業
及
び
集
落
排
水
事
業

の
統
廃
合
を
含
め
、
上
小
阿
仁
村
生
活
排
水

処
理
構
想
の
策
定
に
取
り
組
む
計
画
で
あ
り

ま
す
。

学
校
教
育
関
係
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
の
「
上
小
阿
仁
村
教
育
集
会
」

が
４
月
21
日
に
開
催
さ
れ
、
小
中
学
校
職
員
、

保
育
園
職
員
、
住
民
福
祉
課
職
員
（
保
健

師
）、
教
育
委
員
会
職
員
が
一
堂
に
会
し
、
村

の
教
育
課
題
等
に
つ
い
て
共
通
理
解
を
図
り

ま
し
た
。

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
関
係
に
つ
い
て

　
５
月
21
日
、
平
成
27
年
度
の
「
こ
と
ぶ
き

大
学
開
校
式
」
が
行
わ
れ
、
26
人
が
参
加
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
と
ぶ
き
大
学
の
学
生
数
は
67
人
で
、
新

入
生
は
２
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

国
保
診
療
所
関
係

　
平
成
26
年
度
の
診
療
状
況
は
、
医
科
外
来

が
診
療
日
数
２
３
５
日
、
患
者
数
６
、９
４
８

人
、
１
日
平
均
患
者
数
は
30
人
で
前
年
よ
り

約
５
人
の
減
。
歯
科
は
診
療
日
数
２
３
７
日
、

患
者
数
２
、９
４
１
人
、
１
日
平
均
は
12
人
で

前
年
並
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

  

医
科
外
来
の
う
ち
泌
尿
器
科
に
つ
き
ま
し

て
は
、
診
療
日
数
42
日
、
患
者
数
７
７
５
人
、

１
日
平
均
患
者
数
は
18
人
で
前
年
よ
り
３
人

の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今

後
と
も
村
唯
一
の
医
療
機
関
と
し
て
、
運
営

に
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

杉
風
荘
関
係

　
平
成
26
年
度
の
お
む
つ
た
た
み
、
衣
類
修

繕
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
延
51
日
、
１
８
１
人

で
し
た
。（
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
21
人
）

　
５
月
21
日
（
木
）
に
沖
田
面
地
区
防
災
会

の
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
き
夜
間
火
災
発
生

を
想
定
し
た
通
報
、
避
難
誘
導
並
び
に
消
火

訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
　

　
６
月
４
日
（
木
）
に
は
職
員
の
資
質
向
上

を
目
的
と
し
て
、
職
場
内
研
修
会
「
第
６
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て
」
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

　
６
月
１
日
現
在
の
入
所
状
況
は
契
約
入

所
者
81
名
（
定
員
86
名
）、
短
期
入
所
者
３

名
（
定
員
６
名
）、
本
村
の
出
身
者
は
52
名
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
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い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

☎60－9000

　村
内
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、

歌
・
踊
り
・
器
楽
演
奏
な
ど
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
演
目
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
村
外
の
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
特
別
出
演
も
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

■
会
場

　

　上
小
阿
仁
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

今
月
は
、
夏
休
み
や
、
旅
の
計

画
を
た
て
て
み
ま
せ
ん
か
？

　と

題
し
て
「
る
る
ぶ
」
を
中
心
に

「
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」「
山
登
り
」

な
ど
の
本
を
特
集
し
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　世
帯
主
の『
図
書
利
用
カ
ー
ド
』

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

  

◎
休
館
日
の
お
し
ら
せ

　
７
月
20
日（
月
）
海
の
日

　

祝
日
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

＊
本
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
紹
介
】

　

現
在
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
み
な
さ
ん
に
は
保
育
園
の
よ
み

き
か
せ
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

冬
期
間
に
は
、
住
民
福
祉
課
の

健
康
推
進
事
業
（
地
区
巡
回
）
に

同
行
し
、
読
み
き
か
せ
を
通
し
て

回
想
法
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
な

つ
か
し
い
昔
話
や
唄
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

活
動
の
内
容
は
、
そ
の
都
度
広

報
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

としょかんだより
開館時間は午前９時～午後７時です。 
★ひとり５冊まで、10 日間貸出しております。
★貸出の際は「図書利用カード」が必要です
　ので忘れないでください。

卓
球
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
火
・
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
　午
前
９
時
30
分
〜

　毎
週
木
曜
日

　午
後
７
時
30
分
〜

■
会
場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
金
曜
日

　午
後
７
時
30
分
〜

■
会
場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ユ
ニ
カ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
木
曜
日

　午
後
１
時
〜

■
会
場

　地
域
セ
ン
タ
ー（
旧
小
沢
田
小
）

太
鼓
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　７
月
８
日
・
22
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　午
後
７
時
30
分
〜 

■
会
場

　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　こ
れ
ら
に
は
公
民
館
社
会
体
育
委
託

活
動
が
含
ま
れ
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
事
務
局
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　か
み
こ
あ
に
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎（
77
）
２
０
４
４

か
み
こ
あ
に

総
合
型
ク
ラ
ブ

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定

第
５
号
　団
体
紹
介 

お
は
な
し
ハ
ー
モ
ニ
ー

ポ
ー
ル
ス
ト
レ
ッ
チ
体
験
教
室

第
46
回 

村 

民 

登 

山

「
絵
手
紙
講
座
」の
お
知
ら
せ

第
17
回

芸
能
ま
つ
り 

開
催

７
月
２6
日（
日
） 　
午
後
１
時

　
　１
階

　多
目
的
ホ
ー
ル

　

※

入
場
無
料
、
自
由
席
で
す

●
問
い
合
わ
せ
先

　上
小
阿
仁
村
公
民
館

　
　
　
　
　電
話
（
60
）
９
０
０
０

　チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
開
催
し
た
ポ
ー
ル

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
の
第
２
弾
で
す
。

　ポ
ー
ル
ス
ト
レ
ッ
チ
は
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
整
え
、
肩
こ
り
や
腰
痛
な
ど
の
解
消
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　前
回
の
教
室
に
参
加
し
た
方
は
も
ち
ろ

ん
、
今
回
か
ら
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
の

で
、
ご
近
所
お
誘
い
合
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
開
催
日

　７
月
22
日
（
水
）

■
時

　間

　午
後
７
時
〜
８
時
30
分

■
場

　所

　保
健
セ
ン
タ
ー
（
小
沢
田
）

■
参
加
費

　無
料

■
参
加
対
象

　村
内
の
方
ど
な
た
で
も

■
講

　師

　(株)

ピ
ー
ベ
リ
ー
（
大
潟
村
）

健
康
運
動
指
導
士

■
お
申
込

　公
民
館
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
か
お
電
話
に
て
７
月
17
日
（
金
）
ま
で

に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

※

ス
ト
レ
ッ
チ
に
必
要
な
ポ
ー
ル
は
公
民

館
で
貸
出
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
　上
小
阿
仁
村
公
民
館

　
　
　
　
　☎（
60
）
９
０
０
０

　今
月
は
村
内
で
絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
る
、

「
お
話
し
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　メ
ン
バ
ー
は
男
性
１
名
、
女
性
４
名
の

計
５
名
で
す
。

　主
な
活
動
は
小
中
学
校
や
ひ
よ
こ
の
会

（
未
就
学
児
交
流
）
で
の
読
み
聞
か
せ
や

各
集
落
に
お
け
る
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
メ
ン
バ
ー
の
大
半
が
図

書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
兼
ね
て
お
り
、
保

育
園
で
の
読
み
聞
か
せ
に
も
足
を
運
ん
で

い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　先
般
開
催
さ

れ
た
ひ
よ
こ
の

会
で
は
、
絵
本

を
通
じ
た
親
子

の
交
流
や
、
小

さ
い
頃
か
ら
絵

本
に
触
れ
あ
う

こ
と
の
大
切
さ

を
集
ま
っ
た
保

護
者
に
呼
び
か

け
て
お
り
ま
し

た
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　上
小
阿
仁
村
公
民
館

　
　
　
　
　☎（
60
）
９
０
０
０

　今
年
度
も
次
の
日
程
に
よ
り
絵
手
紙
講

座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
申

込
く
だ
さ
い
。

■
講
座
開
催
日

　７
月
13
日
（
月
）

　８
月
24
日
（
月
）

■
時

　間

　午
前
10
時
〜
12
時

■
講

　師

　作
山

　キ
ヌ
氏（
北
秋
田
市
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　上
小
阿
仁
村
公
民
館

　
　
　
　
　☎（
60
）
９
０
０
０

　６
月
14
日
（
日
）
に
村
民
登
山
が
開
催

さ
れ
、
村
内
外
か
ら
33
名
が
参
加
し
、
無

事
に
登
頂

を
果
た
し

ま
し
た
。

　関
係
者

の
方
々
に

は
、
紙
面

を
借
り
て

お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー

保育園ゆり組での
読み聞かせの様子

紹介したほかにも
ございます。

宅配も可能ですので、
お電話でご相談くだ
さい。

ハーモニカの演奏も
あり、とてもにぎや
かでした。

【
出
張
・
秋
田
県
立
図
書
館

 

コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

【
帰
省
中
の
方
へ
の
貸
出
も
し
て

お
り
ま
す
】

【
新
し
く
入
っ
た
本
の
紹
介
】

◎
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

■
日

　時

　７
月
28
日（
火
）〜
30
日（
木
）

　
　
　
　
　開
会
式

　午
後
６
時
30
分

■
場

　所

　村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
参
加
料

　１
チ
ー
ム

　６
、０
０
０
円

■
ル
ー
ル

　１
チ
ー
ム

　15
名
以
内

　
　
　
　
　女
子
２
名
以
上
を
選
手
と
し
て

　
　
　
　
　全
イ
ニ
ン
グ
出
場
す
る
こ
と

■
申
込
期
限

　７
月
18
日
（
土
）
ま
で

◎
お
盆
野
球
大
会

■
日

　時

　８
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　開
会
式

　午
前
８
時
30
分

■
場

　所

　村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
参
加
料

　１
チ
ー
ム

　２
、０
０
０
円

■
ル
ー
ル

　１
チ
ー
ム

　20
名
以
内

　
　
　
　
　（監
督
・
コ
ー
チ
含
む
）

　
　
　
　
　中
学
校
３
年
生
〜
高
校
生
ま

　
　
　
　
　で
の
出
場
は
３
名
ま
で

■
申
込
期
限

　８
月
４
日
（
火
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

☎（
77
）
２
０
４
４

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

お
盆
野
球
大
会
　出
場
者
募
集

12


